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第1章

序説
ATAVRAUTO102開始ｷｯﾄの選択おめでとう御座います。この資料はAT90CAN128とAT90LU 
SB1287専用ATAVRAUTO102開始ｷｯﾄに含まれる基板を記述します。

1.1 概要 この資料はAT90CAN128とAT90USB1287のAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ専用ATAVRAUTO102を記
述します。この基板は実演ｿﾌﾄｳｪｱを使って製品を容易な評価を許すように設計されていま
す。

この基板は開発基盤ではなく、AtmelのLINとCANの解決策を強化するためにLINやCAN網を
分析の素早い開始を設計者に与えるように設計された道具です。

図1-1. ATAVRAUTO102

1.2 ATAVRAUTO102の
 特徴

ATAVRAUTO102は以下の特徴を提供します。

■　AT90CAN128とAT90USB1287 QFN64
■　AVR書き込みﾂｰﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (注)
■　電源:
 - 調整された5V
 - LINやUSBのｺﾈｸﾀから
■　JTAGｺﾈｸﾀ:
 - ﾁｯﾌﾟ上実装書き込み(ISP:In System Programming)用
 - JTAG ICEを使うﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用
■　直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ:
 - 1.3と2.0適合の2つのLINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (LIN 1.3についてはAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄで利用可能なｿ

ﾌﾄｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)
 - 1つのCANｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
■　基板上資源:
 - 電圧調整器とｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞを持つ1つのLIN送受信部 (ATA6621)
 - 1つのLIN送受信部 (ATA6661)
 - 1つのCAN送受信部 (ATA6660)
 - 8MﾊﾞｲﾄのDataFlash
■　ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ:
 - 内部RC発振器
 - AT90CAN128に接続された16MHz外部水晶
 - AT90USB1287のｸﾛｯｸ入力に接続されたAT90CAN128からのｸﾛｯｸ出力
■　寸法 : 92mm×45mm

注: AT90CAN128とAT90USB1287はAVR Studio 4.12またはそれ以降版によって支援されま
す。これの更新情報と他のAVRﾂｰﾙ製品については私たちのｳｪﾌﾞｻｲﾄを調べてください。
AVR Studio、AVRﾂｰﾙ、この使用者の手引きの最新版はAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄhttp://www.atme 
l.comのAVR部で見つけることができます。
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第2章

開始に際して

2.1 ｼｽﾃﾑ開封 ｷｯﾄ内容:

■　ATAVRAUTO102 Ver. 1.0基板 ×1
■　ATAVRAUTO900 Ver. 1.0基板 ×1
■　USBﾐﾆB-Aｹｰﾌﾞﾙ ×1
■　開始に際して ×1
■　車載(Automotive)CD-ROM ×1
■　AVR CD-ROMｿﾌﾄｳｪｱと技術ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ×1
■　お客様への手紙 ×1

2.2 ｼｽﾃﾑ要件 ATAVRAUTO102基板は車網(2つまでのLIN網と1つのCAN網)を分析するための道具として
つかわれます。最小のﾊｰﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱPCの要件は次のとおりです。

■　Windows® 2000/XP、Windows NT4.0またはそれ以降

注: ﾄﾞﾗｲﾊﾞは必要とされません。

2.3 即時開始 ATAVRAUTO102基板は最大1つのCANと2つのLINの網を分析するのに使うことができます。
網(LINやCAN)に接続してUSBｹｰﾌﾞﾙを繋いでください。

図2-1. 基板接続と既定ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定

VBat

LIN0

GND

VBat

LIN1

GND

CANH

USB

CANL

注: LINｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを動かすために最低1つの”VBat”が接続されるべきです。

表2-1. 主なｼﾞｬﾝﾊﾟ機能

ｼﾞｬﾝﾊﾟ 説明

D_WD LIN送受信部ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞ禁止に設定 (既定:未装着)

MAST LIN0の主装置動作使用に設定 (既定:装着)

MISO, MOSI 両ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ間のSPI通信を許可に設定 (既定:装着)

TERM1, TERM2 CAN終端抵抗許可に設定 (既定:未装着)

NISP_U, NISP_C
LIN送受信部からAT90CAN128(_C)やAT90UCB1287(_U)のﾏｲｸﾛ ｺ
ﾝﾄﾛｰﾗへのﾘｾｯﾄ信号を許可に設定 (既定:装着)

NRES_U, NRES_C
AT90CAN128(_C)またはAT90UCB1287(_U)のﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗへのﾘ
ｾｯﾄ信号を許可に設定 (既定:未装着)

BOOT_U, BOOT_C 将来の使用のために予約 (既定:未装着)

The default configuration allows to use the board w ith LIN and CAN.

Note: For more details on ATAVRAUTO102 options, please re fer to “Using 
ATAVRAUTO102” chapter of the user guide.

既定構成設定はLINとCANで基板を使うことを許します。

注: ATAVRAUTO102の任意選択のより多くの詳細についてはこの使用者の手引きの「ATAV  
RAUTO102の使用」章を参照してください。
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3.2 ATAVRAUTO102
 ﾌｧｰﾑｳｪｱの更新

将来のﾌｧｰﾑｳｪｱ版に対して、AT90CAN128とAT90USB1287のﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを更新するのに
ATAVRAUTO900が使われます。

注: 書き込み時、NISP_CとNISP_Uのｼﾞｬﾝﾊﾟが取り外されなければなりません。

AT90CAN128とAT90USB1287は特別なSPI接続を使って書くことができます。この小項は書き
込み器をどう接続するかを説明します。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROM(それとISP書き込み可能な全てのﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄ)は個別に、または
自動順次書き込み任意選択で書くことができます。

第3章

ATAVRAUTO102の使用

3.1 ATAVRAUTO102
 基板の使用

ATAVRAUTO102は網での監視者として使うことができ、または単一の従装置または主装置の
動作として働くことができます。

■　LIN０は監視部/従装置または主装置にすることができます。
■　LIN1は監視部または従装置にすることができます。
■　CANは監視部または主装置にすることができます。

従う手順:

■　USBｹｰﾌﾞを使って基板をPCに接続してください。
■　動作を望む全ての網に繋げてください。
■　LIN0が主装置節点の場合、MASTｼﾞｬﾝﾊﾟを設定(装着)してください。
■　“X-Analyzer(X分析器)”を走らせてください。

3.2.1 ATAVRAUTO900
 ｱﾀﾞﾌﾟﾀの使用

AVR ISP書き込み器はAT90CAN128での応用開発に対して簡潔で使い易い実装書き込み
ﾂｰﾙです。小さな大きさのため、既存応用の在野更新にも素晴らしいﾂｰﾙです。これはATAV 
RAUTO102によって給電され、従って追加の電源は必要とされません。AVR ISP書き込みｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽはAVR Studio®に統合されます。ISPやJTAGの動作形態を使って基板を書くには付
加ｱﾀﾞﾌﾟﾀが使われなければなりません。JTAGICE mkⅡ装置に対しては10ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀが使わ
れ、AVRISP装置に対しては6ﾋﾟﾝ ｺﾈｸﾀが使われます。ATAVRATUO900ｺﾈｸﾀを基板に繋ぐ
には(ｱﾀﾞﾌﾟﾀの)矢印が(基板の)点の前でなければなりません。

図3-1. ATAVRAUTO900接続

矢印が点の前でなければなりません。

表3-1. ICEｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 TCK

2 GND

TDO3

VCC4

TMS5

NRES6

VCC7

N.C.8

TDI9

GND10

表3-2. ISPｺﾈｸﾀ

ﾋﾟﾝ番号 信号

1 MISO

2 VCC

SCK3

MOSI4

NRES5

GND6
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ATAVRAUTO102の使用

3.2.2 SPI経由AVR ISP
 での書き込み

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両配列はRESETがGNDに引かれている間に直列SPIﾊﾞｽを使って書
くことができます。この直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはSCK、MOSI(入力)、MISO(出力)のﾋﾟﾝから成ります。
RESETがLowに設定された後、書き込み/消去の操作が実行されるのに先立って最初に書き
込み許可命令が実行されることが必要です。直列書き込みについての記述を通してMOSIと
MISOは各々直列ﾃﾞｰﾀ入力と直列ﾃﾞｰﾀ出力を記述するのに使われることに注意してくださ
い。AT90CAN128についてこれらのﾋﾟﾝはPDI(PE0)とPDO(PE1)に割り当てられます。

AVR ISP書き込み器を使ってﾃﾞﾊﾞｲｽを書くにはAVR ISPをｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ATAVRAUTO900)に接続
し、ｱﾀﾞﾌﾟﾀをATAVRAUTO102のｺﾈｸﾀに接続してください。

ATAVRAUTO900を使うATAVRAUTO102書き込み

3.2.3 AVR JTAGICE mkⅡ
 での書き込み

AT90CAN128は特別なJTAG接続、3線ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使って書くことができます。AT 
AVRAUTO102でAVR JTAGICE mkⅡを使うには任意選択のｱﾀﾞﾌﾟﾀが使われるべきです。以
下の図で示されるようにその後にJTAG探針をATAVRAUTO102に接続することができます。

JTAGを通すJTAGICE mkⅡ探針接続

3.3 X-Analyzer
 (X分析器)の使用

3.3.1 速度制限 ・ USB HIDｸﾗｽの制限はﾋﾞｯﾄ速度の場合の制限を伴い、最大HIDﾎﾞｰﾚｰﾄは64Kﾊﾞｲﾄ/秒、故
に512Kbpsです。故に、500Kbpsよりも高いCANﾎﾞｰﾚｰﾄはについて、50%よりも高いCAN負
荷はCANﾌﾚｰﾑの損失を伴います。

・ Windowsｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ(O.S.)も応用に対する制限を伴い、ATAnalyser(AT分析器)が
唯一走行している応用の場合、O.S.は10mS毎にだけUSBﾌﾚｰﾑを受け取ることを応用に許
します。緩衝部は受け取ったUSBﾌﾚｰﾑを保存すること許しますが、非常に速いﾋﾞｯﾄ速度に
対しては受け取ったUSBﾌﾚｰﾑを消失することがあり得ます。
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第4章

技術的仕様
■ ｼｽﾃﾑ部

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  L=92×W=45×H=14 mm
 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  31 g

■ 動作条件

 ・ 内部電源 (ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3.3 V
 ・ 外部電源 (ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5.0 V
 ・ 外部電源 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7～18 V
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第5章

技術支援

技術的支援についてはavr@atmel.comにお問い合わせください。技術支援要請時、以下の情
報を含めてください。

■ どの目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが使われたか (完全な部品番号)

■ 目的対象の電圧と速度

■ AVRのｸﾛｯｸ元とﾋｭｰｽﾞ設定

■ 書き込み方法 (ISP、JTAGまたは特定ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ)

■ PCBで見つかるAVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号

■ AVR Studioの版番号 (これはAVR Studioのﾍﾙﾌﾟ ﾒﾆｭｰで見つけることができます。)

■ PCのﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑと版番号/構築番号

■ PCのﾌﾟﾛｾｯｻ型と速度

■ 問題の詳細説明

mailto:avr@atmel.com
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第6章

全回路図

以下にATAVRAUTO102の次の資料が示されます。

■ 部品表
■ 全回路図
■ 組立図

表6-1. 部品表
指示子 参照基準説明 数量製造者 配置ﾊﾟﾀｰﾝ

U6 MPU AT90CAN128-16MI Atmel 1 QFN9X9-64

U2 MPU AT90USB1287-16MU Atmel 1 QFN9X9-64

U3 DataFlash AT45DB642D-CNU Atmel 1 CASON

U7 LIN送受信部 ATA6621 Atmel 1 QFN5X5-20

U5 CAN送受信部 ATA6660 Atmel 1 SO8

U8 CAN送受信部 ATA6661 Atmel 1 SO8

U1 電圧調整器 KF33BD ST 1 SO8

U4 74VHCｹﾞｰﾄ MC74VHC1GT125DF1 ON 1 SC70-5

Q1 N-FET SI2301BDS VISHAY 1 SOT23-GSD

Q2 NPN Tr BC847 PHILIPS 1 SOT23

Q3 NPN Tr BCP54-10 PHILIPS 1 SOT223

D_CAN LED CMS青 HSMB-C170 Agilent 1 LED CMS Agilent

D-LIN0, D-LIN1 LED CMS緑 HSMG-C170 Agilent 2 LED CMS Agilent

D-USB LED CMS黄 HSMY-C170 Agilent 1 LED CMS Agilent

D3 ESD保護D PESD5V0S2BT PHILIPS 1 SOT23

D4 ZD BZX84-C5V1 PHILIPS 1 SOT23

D1,2,5,6,7 SBD,40V,0.5A MBR0540T1G ON 5 SOD123

Y1 HC49,ｸﾘｽﾀﾙ LFA161G CMAC 1 HC49/4H_SMX

C10.15.16 15pF,200V COG AVX 3 0603

C12 100pF,50V COG 村田 1 0603

C17,18 220pF X7R 50V Phycomp 2 0603

C3,4,6,7,8,9,11,14,19,20 0.1µF X7R 16V Phycomp 10 0603

C5 1µF X7R 16V 村田 1 0805

C13 4.7µF/6.3V X5R 6.3V 村田 1 0805

C1,2 10µF/6.3V TAJA106K006R AVX 1 Capa Tantal A

R24 22Ω MC 0.063W,1% MULTICOMP 1 0603

R3,4 22Ω RC22H 1% Phycomp 2 0603

R12,13 56Ω RC22H 1% Phycomp 2 0603

R5,14,15,21 330Ω MC 0.063W,1% Phycomp 4 0603

R16,20 1kΩ RC21 1% Phycomp 2 0603

R1 10kΩ MC 0.063W,1% MULTICOMP 1 0603

R17,18,19,25 10kΩ RC21 1% Phycomp 4 0603

R11 47kΩ MC 0.063W,1% MULTICOMP 1 0603
R23 51kΩ MC 0.063W,1% MULTICOMP 1 0603

R2,6,7,8,9,22 100kΩ MC 0.063W,1% MULTICOMP 6 0603

R10 120kΩ MC 0.063W,1% MULTICOMP 1 0603

NWAKE0,NWAKE1 押し釦SW CMS KSC421JLFS ITT CANNON 2 BP SPNO

USB ﾐﾆAB 565790576 MOLEX 1 USB Mini AB

CAN 1×2端子台 20.101/2 IMO 1 IMO2 5mm
LIN0,LIN1 1×3端子台 20.101/3 IMO 2 IMO3 5mm

ICE&ISP_C,ICE&ISP_U 2×5ﾍｯﾀﾞ M50-3600542 HARWIN 2 2×5 1.27mmﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ
BOOT_C,BOOT_U,D_WD,
MAST, MISO,MOSI,NISP_C,
NICP_U,NRES_C,NRES_U,
TERM1,TERM2

2P,2mm V,
ｼﾞｬﾝﾊﾟ端子台

M22-2010205 HARWIN 12 SIL2V2mm
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全回路図

図6-1. 回路図 (1/2)
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全回路図

図6-2. 回路図 (2/2)
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図6-3. 組立図
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